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生年月日　1981年 7月愛媛県生まれ
最終学歴　2006年東京大学大学院
　　　　　 工学系研究科都市工学専攻

修士課程修了
業務経歴　2006年㈱竹中工務店入社
　　　　　現在本社開発計画本部
●担当した主なプロジェクト
　東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス
　武庫川女子大学図書館改修
　武庫川女子大学看護科学館（予定）
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■教育分野活動としての取組み
「教育」を重点分野として取り組むようになって5年になる。私はこれまで、建
築主との対話の中からニーズを引出し、それに関する企画提案を行うというプ
ロセスを繰り返す仕事のスタイルを行っている。

まず訪問のきっかけには、私が作成した当社の業務範囲と実績の紹介冊子「竹
中の学校づくり」を活用しており、これは社内でも共有している。接点ができ
た後は、教育効果別に当社事例を紹介・解説した資料「施設動向と当社事例」
を作成し、顧客の施設ニーズを引き出すことに活用している。これらの継続訪
問で得られたニーズを企画提案としてまとめ、提案を行っている。

■東大谷高等学校泉ヶ丘キャンパス
高等学校のキャンパス移転プロジェクトである。移転先の候補地探しの段階か
らプロジェクトに参加し、立地マーケティング、スペック検討、教育面の企画
提案の役割を担った。

【取組例】立地マーケティング
GISを活用し、通学可能範囲の中学・高校生人口を割り出すとともに、競合と
なる学校について偏差値や教育の特色を調査分析した。キャンパス移転には
様々なリスクを伴うが、客観的な分析で建築主の移転先検討を支援した。

■武庫川女子大学　図書館改修
大学図書館の改修プロジェクトであ
る。コンセプト検討段階から参画
し、建築主のコンセプトをイメージ
に変換し具体化する役割を担った。

【取組例】ヒアリングに基づく検討
当社社員の卒業生や図書館員、教員
等へのヒアリングを通じて、現況
の課題を把握し、設計者と共有。ヒ
アリングの中で特に印象的だった
「キャンパスに居場所がない」とい
う意見を重視し、学生が集い賑わう
「居場所づくり」を計画に反映した。

■武庫川女子大学　看護科学館（予定）
新たな学問分野への挑戦を牽引する新校舎の建設である。コンセプト設定、提案書構成策定、要求諸室のゾーニング・レ
イアウト検討支援、社内外の体制づくりの支援を行った。

【取組例】諸室のレイアウト検討
他の事例を通じて重要だと感じていた、教育方法とレイアウトの関連付けを意識し、展開した。研究室等の諸室をタイプ
別に分類した事例資料を作成し、具体的なイメージを示すことで、建築主の意見を伺いながら配置検討を進めていった。
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・キャンパス全体を通して
居場所が足りない  
・図書館は夏暑く冬寒い 
・とても静か    等 

・暑さ寒さの調節が難しい 
・カビが発生すると貴重図書
に影響あり  
・女性が使うので、書架は高
すぎても困る  
・閲覧席には、コートかけや
荷物置きなどがほしい。等

・畳のスペースがほしい 
・閲覧席は施設基準以上に
充実させたい  
・カフェの家具は女性でも
移動できる軽いものがよい
・床は素材を含めて検討し
てほしい
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研究室の配置比較

竹中の学校づくり


